
                                                                    兵庫県立宝塚西高等学校 

令和 6 年度 シラバス 

 

教科 国 語  科目 現 代 の 国 語  単位数 ２単位 学年 １年 履修対象 全 員  

教科書・副読本 現 代 の 国 語 （ 筑 摩 書 房 ）  

育 成 す る 資 質 ・ 能 力  評 価 の 方 法  

知 識 ・ 技 能  

実 社 会 に 必 要 な 国 語 の 知 識 や 技 能 を 身 に 付 け る よ

う に す る 。  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

論 理 的 に 考 え る 力 や 深 く 共 感 し た り 豊 か に 想 像 し

た り す る 力 を 伸 ば し 、 他 者 と の 関 わ り の 中 で 伝 え

合 う 力 を 高 め る 。  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

言 葉 が も つ 価 値 へ の 認 識 を 深 め る と と も に 、 読 書

に 親 し み 、 言 葉 を 通 し て 他 者 や 社 会 に 関 わ ろ う と

す る 態 度 を 養 う 。  

知 識 ・ 技 能  

定 期 考 査  

指 名 音 読 ・ 発 問 に 対 す る 返 答  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

定 期 考 査  

発 問 に 対 す る 返 答  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

授 業 態 度 ・ 提 出 物 ・ 小 テ ス ト ・ 課 題 考

査  

課 題 ・ 発 表 な ど へ の 取 り 組 み 状 況  

期

間  
単元 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

 

 

 

 

 

１

学

期 

 

 

 

①  問 う こ と 語 る こ

と  

「 境 目 」 川 上 弘 美  

②  評 論 文 へ の 招 待  

「 シ ス テ ム と 変 異

」 中 屋 敷 匀  

③ こ と ば で 伝 え る  

「 こ と ば が つ く る

女 と 男 」 中 村 桃

子  

④ 情 報 と 推 論  

「 兔 が 自 分 で つ づ

っ て 語 る 生 活 の

話 」 Eシ ー ト ン  

  本 文 に お い て 「 境 目 」 と い う 言 葉 が ど の よ う に 用 い ら れ て い る

か を 読 み 取 る 。  

  自 分 の 体 験 を 「 ～ の 境 目 」 と い う 言 葉 で 表 現 し 、 グ ル ー プ の 中

で 発 表 し た 後 、 文 章 に ま と め る 。  

  本文中の図解を参照しながら読解する。  

  本文におけるキーワードについて、グループで話し合い、文章にまとめ

る。 

  本文の三つの部分が全体の構成上どのような役割を果たしているかを考

える。 

  言語行為とアイデンティティのつながりについて、具体的例によって考

察する。 

  文章と筆者のスケッチを比較することでどのようなことが読み取れる  

か、話し合う。 

  筆者の推論過程を、順序だてて図解する。  

 

 

 

 

 

２

学

期 

 

 

 

 

 

 

⑤ 話 し 合 い か ら 議

論 へ  

「 誰 か の 靴 を 履 い

て み る こ と 」 ブ

レ イ デ ィ み か こ  

⑥ 根 拠 か ら 主 張 へ  

「 未 来 は 存 在 し な

い 」 野 矢 茂 樹  

⑦ 伝 え る こ と 、 受

け 止 め る こ と  

「 会 話 と 対 話 」 長

田 弘  

⑧ 表 現 の み が き 方  

「 瓦 を 解 か な い こ

と 」 堀 江 敏 幸  

 本文中の会話文と描写が果たしている効果について話し合う。  

 筆者の表現の工夫をふまえて、自分の体験談を文章にして発表する。  

 本文中の「真」「偽」「命題」という論理学の用語の意味を調べる。 

 

 

 未来は存在しない」という主張は、私たちの「当たりまえ」とどのよう

に異なっているか、考える。 

 自分の「当たりまえ」を覆されたと感じた体験について発表する。  

 筆者の考え方をふまえながら、現在の社会問題を取り上げ、賛成と反対

の立場に分かれて話し合い、結論を導き出す。 

 話し合いを通じて、「対話」の重要性について考える。  

 

 言葉のイメージの連鎖と巧みな比喩を読み取り、「瓦解」という言葉に

ついて考察する。 

  



  

 

３ 

学

期 

 

⑨ 主 張 の 論 理 的 な

伝 え 方  

「 主 体 と 言 う 物 語

」 小 坂 井 敏 晶  

⑩ 複 眼 的 な 視 点  

「 過 去 は ど こ へ 行

っ ち ゃ っ た の ？ 」  

 筆者の論述の仕方を読み取り、主張を説得力のある論述とするために必

要なことを学ぶ。 

 

 

・主張したい仮説を立てそれを支える論拠となる資料を集めて検討する。  

二 つ の 文 章 を 対 比 し 、 視 点 の 違 い を 捉 え 、 そ れ ぞ れ の 背 後 に あ る

思 考 を 確 認 す る 。  

 

履修条件 ・  

注意事項 等  

【観点別 評価 】（ 知識・技能 ）：（ 思考力・判断力・表現 力）：（ 主体的に

学習に取 り組む 態度 ）＝３： ４：３  

【評価母 集団】 1 学年 全員（一 般クラ ス、 国際教養 コース ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



                                                                    兵庫県立宝塚西高等学校 

令和６年度 シラバス 

 

教科 国 語  科目 言 語 文 化  単位数 ２単位 学年 １年 履修対象 全 員  

教科書・副読本 精選言語文化（東京書籍）  

育 成 す る 資 質 ・ 能 力  評 価 の 方 法  

知 識 ・ 技 能  

生 涯 に わ た る 社 会 生 活 に 必 要 な 国 語 の 知 識 や 技 能 を 身 に 付

け る と と も に 、 我 が 国 の 言 語 文 化 に 対 す る 理 解 を 深 め る こ

と が で き る よ う に す る 。  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

論 理 的 に 考 え る 力 や 深 く 共 感 し た り 豊 か に 想 像 し た り す る

力 を 伸 ば し 、 他 者 と の 関 わ り の 中 で 伝 え 合 う 力 を 高 め 、 自

分 の 思 い や 考 え を 広 げ た り 深 め た り す る こ と が で き る よ う

に す る 。  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

言 葉 が 持 つ 価 値 へ の 認 識 を 深 め る と と も に 、 生 涯 に わ た っ

て 読 書 に 親 し み 自 己 を 向 上 さ せ 、 我 が 国 の 言 語 文 化 の 担 い

手 と し て の 自 覚 を 持 ち 、 言 葉 を 通 し て 他 者 や 社 会 に 関 わ ろ

う と す る 態 度 を 養 う 。  

知 識 ・ 技 能  

定 期 考 査  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

定 期 考 査  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

課 題 考 査 、 授 業 態 度 、 提 出 物

、 小 テ ス ト 、 課 題 ・ 発 表 な ど

へ の 取 り 組 み 状 況  

期

間  
単元 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

１

学

期 

古 文 の 世 界 に 親 し

も う  

『 宇 治 拾 遺 物 語 』  

 

 

 

 

 

 

 

 

近 代 以 降 の 文 学 作

品 を 読 み 、 作 品 の

特 徴 を 考 え よ う  

『 羅 生 門 』  

 

 

 

 

 

古 典 作 品 に 登 場 す

る 人 物 に つ い て 考

え よ う  

『 竹 取 物 語 』  

 

 

 

 

学 習 活 動  

・ 古 文 を 読 解 す る た め の 基 礎 知 識 で あ る 歴 史 的 仮 名 遣 い ・ 活 用 ・ 品

詞 の 種 類 を 習 得 す る 。  

・ 親 し み や す い 古 典 文 章 に 触 れ 、 古 文 の 世 界 に 親 し む 。  

評 価 の ポ イ ン ト  

・ 古 典 の 世 界 に 親 し む た め に 、 古 典 を 読 む た め に 必 要 な 文 語 の き ま

り や 訓 読 の 決 ま り 、 古 典 特 有 の 表 現 な ど に つ い て 理 解 で き る 。  

・ 「 読 む こ と 」 に お い て 、 作 品 や 文 章 の 成 立 し た 背 景 や 他 の 作 品 な

ど と の 関 係 を 踏 ま え 、 内 容 の 解 釈 を 深 め る こ と が で き る 。  

 

 

学 習 活 動  

・ 小 説 に 描 か れ た 登 場 人 物 ・ 情 景 ・ 心 情 な ど を 表 現 に 即 し て 読 み 取

る 。  

評 価 の ポ イ ン ト  

・ 文 章 の 意 味 は 、 文 脈 の 中 で 形 成 さ れ る こ と を 理 解 で き る 。  

・ 「 読 む こ と 」 に お い て 、 作 品 や 文 章 に 表 れ て い る も の の 見 方 、 感

じ 方 、 考 え 方 を 捉 え 、 内 容 を 解 釈 す る こ と が で き る 。  

 

 

学 習 活 動  

・ 物 語 に お け る 表 現 の 特 色 を 理 解 し 、 か ぐ や 姫 の 成 長 の 様 子 を 読 み

取 る 。  

・ 古 文 を 読 解 す る た め の 基 礎 知 識 と し て 用 言 の 活 用 を 習 得 す る 。  

評 価 の ポ イ ン ト  

・ 古 典 の 世 界 に 親 し む た め に 、 古 典 を 読 む た め に 必 要 な 文 語 の き ま

り や 訓 読 の 決 ま り 、 古 典 特 有 の 表 現 な ど に つ い て 理 解 で き る 。  

・ 「 読 む こ と 」 に お い て 、 作 品 や 文 章 に 表 れ て い る も の の 見 方 、 感



 

 

 

訓 読 に 親 し も う  

訓 読 の 基 本  

『 矛 盾 』  

じ 方 、 考 え 方 を 捉 え 、 内 容 を 解 釈 す る こ と が で き る 。  

 

 

学 習 活 動  

・ 漢 文 を 訓 読 す る た め の 基 礎 知 識 と し て 、 返 り 点 の 種 類 と 使 い 方 を

習 得 す る 。  

・ 漢 文 の 訓 読 に 慣 れ る と と も に 、 故 事 成 語 の 由 来 と な っ た 故 事 を 読

解 す る 。  

評 価 の ポ イ ン ト  

・ 古 典 の 世 界 に 親 し む た め に 、 古 典 を 読 む た め に 必 要 な 文 語 の き ま

り や 訓 読 の き ま り 、 古 典 特 有 の 表 現 な ど に つ い て 理 解 で き る 。  

２

学

期 

和 歌 を 詠 み 、 込 め

ら れ た 心 情 に つ い

て 考 え よ う  

『 伊 勢 物 語 』  

 

 

 

 

 

 

 

日 記 に 登 場 す る 人

物 の 関 係 や 心 情 を

読 み 取 ろ う  

『 土 佐 日 記 』  

 

 

 

 

 

 

漢 文 の 世 界 に 親 し

も う  

『 狐 借 虎 威 』  

 

 

 

 

 

 

 

詩 歌 に 親 し み 、 そ

こ に 描 か れ た 世 界

を 読 み 味 わ お う  

『 I was born』  

 

 

 

 

 

 

 

学 習 活 動  

・ 古 文 を 読 解 す る た め の 基 礎 知 識 と し て 助 動 詞 ・ 助 詞 の は た ら き を

習 得 す る 。  

・ 和 歌 に 込 め ら れ た 心 情 を 読 み 取 り 、 話 の 中 で 和 歌 が 果 た し て い る

役 割 を 捉 え る 。  

評 価 の ポ イ ン ト  

・ 本 歌 取 り や 見 立 て な ど の 我 が 国 の 言 語 文 化 に 特 徴 的 な 表 現 の 技 法

と そ の 効 果 に つ い て 理 解 で き る 。  

・ 「 読 む こ と 」 に お い て 、 作 品 や 文 章 の 成 立 し た 背 景 や 他 の 作 品 な

ど と の 関 係 を 踏 ま え 、 内 容 の 解 釈 を 深 め る こ と が で き る 。  

 

学 習 活 動  

・ 人 々 の 心 情 を 読 み 取 る と と も に 、 作 者 の 表 現 の 工 夫 や 執 筆 意 図 を

理 解 す る 。  

評 価 の ポ イ ン ト  

・ 古 典 の 世 界 に 親 し む た め に 、 作 品 や 文 章 の 歴 史 的 ・ 文 化 的 背 景 な

ど を 理 解 で き る 。  

・ 「 読 む こ と 」 に お い て 、 文 章 の 種 類 を 踏 ま え て 、 内 容 や 構 成 、 展

開 な ど に つ い て 叙 述 を 基 に 的 確 に 捉 え る こ と が 出 来 る 。  

 

 

学 習 活 動  

・ 話 の 構 成 や 展 開 を 確 か め 、 寓 話 の 内 容 や 表 現 の 仕 方 に つ い て 理 解

す る 。  

評 価 の ポ イ ン ト  

・ 我 が 国 の 言 語 文 化 の 特 質 や 我 が 国 の 文 化 と 外 国 の 文 化 と の 関 係 に

つ い て 理 解 す る こ と が 出 来 る 。  

・ 「 読 む こ と 」 に お い て 、 作 品 や 文 章 に 表 れ て い る も の の 見 方 、 感

じ 方 、 考 え 方 を 捉 え 、 内 容 を 解 釈 す る こ と が で き る 。  

 

 

学 習 活 動  

・ 詩 独 特 の 表 現 技 法 や 構 成 を 理 解 す る 。  

・ 詩 歌 に 描 か れ た 世 界 を 読 み 味 わ う 。  

評 価 の ポ イ ン ト  

・ 本 歌 取 り や 見 立 て な ど の 我 が 国 の 言 語 文 化 に 特 徴 的 な 表 現 の 技 法

と そ の 効 果 に つ い て 理 解 で き る 。  

・ 「 読 む こ と 」 に お い て 、 作 品 に 表 れ て い る も の の 見 方 、 感 じ 方 、

考 え 方 を 捉 え 、 内 容 を 解 釈 す る こ と が で き る 。  

 

 

 



自 分 の 体 験 に つ い

て 表 現 し よ う  

 

 

学 習 活 動  

・ 今 ま で 学 習 し て き た 詩 歌 や 和 歌 や 小 説 を 参 考 に 、 自 分 の 体 験 や 考

え を 散 文 で 表 現 す る 。  

評 価 の ポ イ ン ト  

・ 我 が 国 の 言 語 文 化 に 特 徴 的 な 語 句 の 量 を 増 や し 、 そ れ ら の 文 化 的

背 景 に つ い て 理 解 を 深 め 、 文 章 の 中 で 使 う こ と を 通 し て 、 語 感 を

磨 き 語 彙 を 豊 か に す る こ と が で き る 。  

・ 「 書 く こ と 」 に お い て 、 自 分 の 体 験 や 思 い が 効 果 的 に 伝 わ る よ う

、 文 章 の 種 類 、 構 成 、 展 開 や 文 体 、 語 句 な ど の 表 現 の 仕 方 を 工 夫

す る こ と が で き る 。  

 

 

３ 

学

期 

文 章 の 展 開 や 表 現

の 特 色 に 注 目 し な

が ら 物 語 を 読 も う

『 平 家 物 語 』  

 

 

 

 

 

 

 

 

漢 詩 に 親 し も う  

絶 句 と 律 詩  

 

 

学 習 活 動  

・ 古 文 を 読 解 す る た め の 基 礎 知 識 と し て 、 助 動 詞 ・ 助 詞 の は た ら き

を 習 得 す る 。  

・ 和 漢 混 交 文 の 特 徴 や 表 現 の 工 夫 を 理 解 す る と と も に 、 当 時 の 人 々

の 考 え 方 を 捉 え ら れ る 。  

評 価 の ポ イ ン ト  

・ 言 文 一 致 体 や 和 漢 混 交 文 な ど 歴 史 的 な 文 体 の 変 化 に つ い て 理 解 を

深 め る こ と が で き る 。  

・ 「 読 む こ と 」 に お い て 、 文 章 の 構 成 や 展 開 、 表 現 の 仕 方 、 表 現 の

特 色 に つ い て 評 価 す る こ と が で き る 。  

 

学 習 活 動  

・ 漢 詩 の 形 式 や 技 法 を 理 解 す る と と も に 、 作 者 が 自 然 や 人 事 に 向 け

た 思 い を 読 み 取 る 。  

評 価 の ポ イ ン ト  

・ 古 典 の 世 界 に 親 し む た め に 、 古 典 を 読 む た め に 必 要 な 文 語 の 決 ま

り や 訓 読 の 決 ま り 、 古 典 特 有 の 表 現 に つ い て 理 解 す る こ と が で き

る 。  

・ 「 読 む こ と 」 に お い て 、 作 品 の 成 立 し た 背 景 や 他 の 作 品 な ど と の

関 係 を 踏 ま え 、 内 容 の 解 釈 を 深 め ら れ る こ と 。  

 

履修条件 ・  

注意事項 等  

【観点別 評価】 （ 知 識 ・ 技 能 ） ： （ 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 ） ： （ 主 体 的

に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 ） ＝ ４ ： ４ ： ２  

【評価母 集団】 １学 年全員（ 一般ク ラス 、国際教 養コー ス）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



                                                                    兵庫県立宝塚西高等学校 

令和６年度 シラバス 

 

教科 地 理 歴 史  科目 歴 史 総 合  単位数 ２単位 学年 １年 履修対象 全 員  

教科書・副読本 
『明解歴史総合』（帝国書院、歴総706）『明解歴史総合ノート』 

   

育 成 す る 資 質 ・ 能 力  評 価 の 方 法  

知 識 ・ 技 能  

世 界 と 日 本 を 広 く 相 互 的 な 視 野 か ら と ら え

近 現 代 の 歴 史 に つ い て 理 解 す る 。  

資 料 か ら 情 報 を 調 べ ま と め る 技 能 を 身 に つ

け る  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

歴 史 事 象 の 意 味 や 意 義 な ど を 相 互 の 関 連 や

現 在 と の つ な が り な ど に 着 目 し て 多 面 ・ 多

角 的 に 考 察 す る 。  

考 察 し た こ と を 説 明 し 議 論 し た り す る こ と

が で き る 。  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

近 現 代 の 歴 史 に つ い て よ り よ い 社 会 の 実 現

を 視 野 に 主 体 的 に 追 究 し よ う と し て い る 。  

知 識 ・ 技 能  

定 期 考 査 ・ 課 題 考 査 ・ 小 テ ス ト ・ 提 出 物 ・

討 議 ・ 発 表 な ど  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

定 期 考 査 ・ 課 題 考 査 ・ 小 テ ス ト ・ 提 出 物 ・

討 議 ・ 発 表 な ど  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

授 業 に と り く む 姿 勢 、 提 出 物 ・ 討 議 ・ 発 表

な ど  

期

間  
単元 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

１

学

期 

 

 

 

1-1歴 史 と 私 た ち  

1-2歴 史 の 特 質 と

資 料  

［ 2］ 近 代 化 と 私

た ち  

1江 戸 時 代 の 日 本

と 結 び つ く 世 界  

 

2欧 米 諸 国 に お け

る 近 代 化  

3近 代 化 の 進 展 と

国 民 国 家 の 形 成  

4ア ジ ア 諸 国 の 動

揺 と 日 本 の 開 国  

身 近 な 事 象 と 歴 史 の つ な が り に つ い て 考 察 し 考 え を 表 現 す る  

資 料 の 重 要 性 、 事 実 と 解 釈 を 分 け た 適 切 な 読 み と り な ど に つ い て

理 解 す る  

 

18 世 紀 の 日 本 や ア ジ ア 、 ヨ ー ロ ッ パ は ど の よ う に 結 び つ い て い た

の か  

－ 交 易 の 様 子 を 概 観 し そ の 影 響 を 理 解 す る 。交 易 の 意 義 と 地 域 の 変

容 に つ い て 考 察 し 表 現 す る  

市 民 革 命 ・ 産 業 革 命 に よ り 、 社 会 は ど の よ う に 変 化 し た の か  

－ 市 民 革 命・産 業 革 命 の 経 緯 を 理 解 す る 。そ の 影 響 な ど を 考 察 し 表

現 す る  

近 代 化 の 進 展 と と も に ど の よ う な 国 家 が 形 成 さ れ て い っ た の か  

－ 国 民 国 家 の 形 成・発 展 を 理 解 し 、そ の 影 響 な ど を 考 察 し 表 現 す る  

欧 米 諸 国 の 進 出 に ア ジ ア 諸 国 や 日 本 は ど の よ う に 対 応 し た の か  

－ ア ジ ア 諸 国 の 変 容 に つ い て 理 解 す る 。そ の 歴 史 的 意 義 を 考 察 し 表

現 す る  

２

学

期 

 

 

 

5近 代 化 が 進 む 日

本 と 東 ア ジ ア  

［ 3］ 国 際 秩 序 の

変 化 や 大 衆 化 と 私

た ち  

1第 一 次 世 界 大 戦

と 日 本 の 対 応  

2国 際 協 調 と 大 衆

社 会 の 広 が り  

3日 本 の 行 方 と 第

二 次 世 界 大 戦  

日 本 や 東 ア ジ ア 諸 国 は 近 代 化 を 通 じ て ど の よ う に 変 化 し て い っ た

の か  

－ 明 治 維 新 や ア ジ ア 諸 国 の 変 容 に つ い て 理 解 す る 。そ の 影 響 や そ の

変 容 が ど の よ う な 課 題 を あ た え た か に つ い て 考 察 し 表 現 す る  

 

第 一 次 世 界 大 戦 は 世 界 の 人 び と に と っ て ど の よ う な 戦 争 に な っ た

の か  

－ 大 戦 の 経 緯 と 社 会 の 変 化 に つ い て 理 解 し 、そ の 影 響 な ど を 考 察 し

表 現 す る  

世 界 各 地 に 広 ま っ た 大 衆 化 と は ど の よ う な も の か  

－ 国 際 秩 序 と 大 衆 社 会 の 特 徴 や 生 み だ し た 課 題 を 理 解 し 、考 察・表



4再 出 発 す る 世 界

と 日 本  

現 す る  

大 衆 は な ぜ 戦 争 に 協 力 し て い っ た の か － フ ァ シ ズ ム 体 制 か ら 終 戦

に 至 る ま で  

－ 世 界 恐 慌 か ら 終 戦 に 至 る ま で の 経 緯 に つ い て 理 解 し 、考 察・表 現

す る  

第 二 次 世 界 大 戦 を 経 て 国 際 秩 序 は ど の よ う に 変 化 し た の か  

－ 戦 争 経 験 が 人 び と に な に を も た ら し た の か を 理 解 し 、考 察・表 現

す る  

 

 

３ 

学

期 

 

［ 4］ グ ロ ー バ ル

化 と 私 た ち  

1冷 戦 で 揺 れ る 世

界 と 日 本  

2多 極 化 す る 世 界  

 

3グ ロ ー バ ル 化 の

な か の 世 界 と 日 本  

「 グ ロ ー バ ル 化 」 に つ い て 考 察 し 、 現 代 的 な 諸 課 題 の 形 成 と 展 望

を 考 え る  

 

冷 戦 が 展 開 さ れ る な か で 日 本 や 世 界 の 国 々 は ど の よ う な 選 択 を し

た か  

－ 冷 戦 下 の 各 国 の 動 向 、生 み だ し た 課 題 に つ い て 理 解 し 、考 察・表

現 す る  

冷 戦 下 、 日 本 や 世 界 の 国 々 は ど の よ う な 成 長 ・ 変 化 を 遂 げ た の か  

－ 各 国 の 選 択 と 成 長・変 化 や そ の 意 義 に つ い て 理 解 し 、考 察・表 現

す る  

グ ロ ー バ ル 化 は 世 界 を ど の よ う に 変 え た の か  

－ グ ロ ー バ ル 化 の 特 質 や 生 み だ し た 課 題 に つ い て 理 解 し 、考 察・表

現 す る  

 

履修条件 ・  

注意事項 等  

【観点別 評価】 （ 知 識 ・ 技 能 ） ： （ 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 ） ： （ 主 体 的

に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 ） ＝ ４ ： ４ ： ２  

【評価母 集団】 １学 年全員（ 一般ク ラス 、国際教 養コー ス）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                                    兵庫県立宝塚西高等学校 

令和６年度 シラバス 

 

教科 公 民  科目 公 共  単位数 ２単位 学年 １年 履修対象 全 員  

教科書・副読本 
『新版 公共』（数研出版、公共713）、『 公 共 整 理 ノ ー ト 』 （ 数 研 出 版 ） 、

資 料 集  

育 成 す る 資 質 ・ 能 力  評 価 の 方 法  

知 識 ・ 技 能  

選 択・判 断 の 手 が か り と な る 概 念 や 理 論 、お よ び

倫 理 、政 治 、経 済 な ど に 関 わ る 現 代 の 諸 課 題 に つ

い て 理 解 し て い る と と も に 、資 料 か ら さ ま ざ ま な

情 報 を 適 切 か つ 効 果 的 に 調 べ ま と め て い る 。  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

現 代 の 諸 課 題 に つ い て 、事 例 を 基 に 概 念 な ど を 活

用 し て 多 面 的・多 角 的 に 考 察 し た り 、解 決 に 向 け

て 公 正 に 判 断 し た り 、合 意 形 成 や 社 会 参 画 を 視 野

に 入 れ な が ら 構 想 し た こ と を 議 論 し て い る 。  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

国 家 及 び 社 会 の 形 成 者 と し て 、よ り よ い 社 会 の 実

現 を 視 野 に 、現 代 の 諸 課 題 を 主 体 的 に 解 決 し よ う

と し て い る 。  

知 識 ・ 技 能  

定 期 考 査 ・ 課 題 考 査 ・ 小 テ ス ト ・ 提 出

物 ・ 討 議 ・ 発 表 な ど  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

定 期 考 査 ・ 課 題 考 査 ・ 小 テ ス ト ・ 提 出

物 ・ 討 議 ・ 発 表 な ど  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

授 業 に と り く む 姿 勢 、 提 出 物 ・ 討 議 ・

発 表 な ど  

期

間  
単元 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

１

学

期 

第 １ 章 「 公 共 的 な

空 間 を つ く る 私 た

ち 」  

第 ２ 章 「 公 共 的 な

空 間 に お け る 人 間

と し て の あ り 方 生

き 方 」  

・ 青 年 期 と 自 己 形 成 、 ギ リ シ ア 思 想 や 中 国 思 想 な ど 先 哲 の 思 想 、

三 大 宗 教 の 内 容 な ど に つ い て 理 解 を 深 め る 。 主 体 的 に 追 究 ・ 考 察

し 、 自 ら の も の と し よ う と す る 。  

・ 地 球 環 境 問 題 や 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 問 題 な ど 現 代 の 諸 課 題 に つ い

て 理 解 を 深 め 、 公 共 的 な 空 間 に お け る 人 間 と し て の あ り 方 生 き 方

を 考 え る 。 主 体 的 に 追 究 ・ 考 察 し 、 自 ら の も の と し よ う と す る 。  

 

２

学

期 

第 ３ 章 「 公 共 的 な

空 間 に お け る 基 本

原 理 」  

第 ４ 章 「 現 代 の 民

主 政 治 と 政 治 参 加

の 意 義 」  

第 ５ 章 「 現 代 の 経

済 社 会 と 経 済 活 動

の あ り 方 」  

・ 民 主 社 会 の 基 本 原 理 、 日 本 国 憲 法 の 三 大 原 理 や 憲 法 が 保 障 す る

権 利 な ど に つ い て 理 解 を 深 め る 。 主 体 的 に 追 究 ・ 考 察 し 、 自 ら の

も の と し よ う と す る 。  

・ 日 本 の 政 治 機 構 、 選 挙 の し く み や 政 党 の 役 割 、 地 方 自 治 の 現 状

と 課 題 な ど に つ い て 理 解 を 深 め る 。 主 体 的 に 追 究 ・ 考 察 し 、 自 ら

の も の と し よ う と す る 。  

・ 経 済 の し く み と 市 場 機 構 、 財 政 と 金 融 、 日 本 経 済 の あ ゆ み と 変

化 、 雇 用 ・ 労 働 問 題 や 社 会 保 障 に つ い て 理 解 を 深 め る 。 主 体 的 に

追 究 ・ 考 察 し 、 自 ら の も の と し よ う と す る 。  

３ 

学

期 

第 ６ 章 「 国 際 社 会

の 動 向 と 日 本 の 役

割 」  

持 続 可 能 な 社 会 づ

く り の 主 体 と な る

私 た ち  

・ 国 際 法 の 意 義 、 国 際 連 合 の 役 割 と 組 織 、 国 際 政 治 の 動 向 と 日 本

の 役 割 、 国 際 経 済 の 動 向 や 課 題 と 国 際 協 力 の 意 義 な ど に つ い て 理

解 を 深 め る 。 主 体 的 に 追 究 ・ 考 察 し 自 ら の も の と し よ う と す る 。  

・ 現 代 社 会 の 諸 課 題 に つ い て 、 そ の 課 題 の 所 在 や 現 状 な ど に つ い

て 理 解 を 深 め る 。 諸 課 題 に つ い て 、 資 料 を 収 集 ・ 選 択 、 分 析 す る

な ど 主 体 的 に 追 究 ・ 考 察 し 、 自 ら の も の と し よ う と す る 。  

 

履修条件 ・  

注意事項 等  

【観点別 評価】 （ 知 識 ・ 技 能 ） ： （ 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 ） ： （ 主 体 的

に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 ） ＝ ４ ： ４ ： ２  

【評価母 集団】 １学 年全員（ 一般ク ラス 、国際教 養コー ス）  

 



                                                                    兵庫県立宝塚西高等学校 

令和６年度 シラバス 

 

教科 数 学  科目 数 学 Ⅰ  単位数 ３単位 学年 １年 履修対象 全 員  

教科書・副読本 
数学ⅠAdvanced（東書 数Ⅰ701）、Advanced Buddy PRIME 数学Ⅰ＋A（東京書籍

）、ﾁｬｰﾄ式 解法と演習 数学Ⅰ＋A（数研出版） 

育 成 す る 資 質 ・ 能 力  評 価 の 方 法  

知 識 ・ 技 能  

数 と 式 、 図 形 と 計 量 、 2次 関 数 及 び デ ー タ

の 分 析 に つ い て 理 解 さ せ 、 基 礎 的 な 知 識 の

習 得 と 技 能 の 習 熟 さ せ る 。  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

数 学 を 通 じ て 、 事 象 を 数 学 的 に 考 察 し 、 数

学 的 表 現 力 を 培 う 。  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

数 学 の よ さ を 認 識 で き る よ う に す る と と も

に 、 そ れ ら を 活 用 す る 態 度 を 育 て る 。  

知 識 ・ 技 能  

定 期 考 査 お よ び 小 テ ス ト 等  

 

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

定 期 考 査 等  

 

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

課 題 考 査 、 小 テ ス ト 、 課 題 提 出 等  

期

間  
単元 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

 

 

 

 

 

１

学

期 

 

 

 

 

 

1章 数と式 

 1節 式の計算 

 

 

 

 

 

 

 

 2節 実数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3節 1次不等式 

 

 

 

2章 集合と論証 

 1節 集合 

 

 

 

 2節 命題と論証 

 

 

 

1 単項式と多項式    

式についての用語の意味を理解する。また特定の文字や式の次数への着目

を通して、式について多様な見方をすることができる。  

2 多項式の加法・減法・乗法   

 多項式の加法・減法、指数法則、多項式の乗法について基本的な計算が

できる。 

3 因数分解 

 乗法公式と関連付けながら因数分解の公式を理解し、たすき掛けを含む

因数分解ができる。 

1 実数         

 中学校までに学習した数を分類統合し、実数について理解する。また、

絶対値の定義を数直線と関連づけて理解し、絶対値の性質について理解す

る。 

2 根号を含む式の計算  

 平方根の定義を理解し、根号を含む式の計算をすることができる。また

分母の有理化を理解し、分母に根号を含む基本的な分数について有理化し

たり計算したりすることができる。  

 

1 不等式とその性質  2 １次不等式の解法    3 不等式の応用 

不等式を解くことの意味を理解する。また、不等式の性質をもとに1次不

等式を解く方法を考察するとともに、その解を求めることができる。 

 

1 集合 

集合に関する基本的な概念を理解し、集合と要素の関係や集合どうしの関

係について記号や図を用いて適切に表現することができる。またド・モル

ガンの法則を理解し、利用することができる。 

 

1 命題と条件     

命題や条件に関する基本的な概念を理解する。また、命題の真偽や条件ど

うしの関係を、条件が満たすもの全体の集合の包含関係と関連付けて考え

ることができる。 



 

 

 

3章 2次関数 

 1節 関数とグラフ 

2 論証 

命題の逆・裏・対偶を理解し、対偶を利用した証明法や背理法を用いて簡

単な証明をすることができる。  

１ 関数  ２ ２次関数とそのグラフ  ３ ２次関数の最大・最小 

定義域に応じて、2次関数の最大値・最小値を、グラフを利用して求める

ことができる。また、日常の事象の問題解決に2次関数を活用することが

できる。 

 

４ ２次関数の決定 

2次関数のグラフについて、与えられた条件を満たす2次関数を求めること

ができる。 

 

 

 

 

 

２

学

期 

 

 

 

 

 2節 2次方程式・ 

    2次不等式 

 

 

 

 

 

 

4章 図形と計量 

 1節 鋭角の三角比 

 

 2節 三角比の拡張 

 

 3節 三角形への応

用 

1 2次方程式の解法     2 2次方程式の実数解の個数      

2次方程式𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0の実数解の個数と判別式𝐷 = 𝑏2 − 4𝑎𝑐の符号との関

係を理解する。 

3 2次関数のグラフとx軸の共有点      4 2次不等式       

5 2次不等式の応用 

関数のグラフを利用して不等式を解く方法を理解し、2次不等式を2次関数

のグラフを利用して解くことができる。  

 

１ 直角三角形と三角比   ２ 三角比の相互関係 

鋭角の三角比の意味を三角形の構成要素間の関係に関連付けて理解し、様

々な場面に応用することができる。  

１ 三角比と座標      ２ 拡張した三角比の相互関係 

三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し、0°から180°までの三角比を求

める方法を理解する。また、三角比のとり得る値の範囲や直線の傾きと正

接の関係について理解する。  

１ 正弦定理       

三角形の辺と角、外接円の半径の間に成り立つ関係を考え、正弦定理を導

くことができる。また三角形の決定条件と関連付けて正弦定理を理解し、

利用することができる。 

２ 余弦定理   

三平方の定理の拡張として、三角形の辺と角の間に成り立つ関係を考え、

余弦定理を導くことができる。また、三角形の決定条件と関連付けて余弦

定理を理解し、利用することができる。 

３ 三角形の面積    

三角形の面積を、三角比を用いて表す方法を理解する。また、円に内接す

る四角形の面積を求めることができる。  

４ 空間図形の計量 

空間図形の構成要素に着目して、三角比を空間図形の計量に応用すること

ができる。 

 

 

 

３ 

学

期 

 

 

5章 データの分析 

 1節 データの散ら

ばりの大きさ 

 

 

 

 2節 データの相関 

 

 

 

 

 

 

1 データの分布とグラフ      2 分散と標準偏差   3 分散、

標準偏差の性質 

  データの散らばり具合を数値で表す方法の考察を通して偏差、分散、標

準偏差を理解し、それらの値を求めることができる。また、分散や標準偏

差を利用して複数のデータの散らばりの大きさを比較することができる。  

 

1 散布図と相関関係        

2つの変量の組からなるデータについて、散布図および相関係数を用いて

相関関係を捉えることができる。また、外れ値を知り、外れ値の統計量へ

の影響について理解する。 

 

 

 



3節 データの分析

の応用 

 

 

 

 4節 仮説検定の考

え方 

1 データの分析を利用した問題の解決  

統計的手法を用いた問題解決の枠組みについて知る。また、目的に応じて

複数のデータを収集し、適切な統計量やグラフや手法を選択して分析を行

い、データの傾向を把握して問題解決に利用することができる。  

 

1 仮設検定の考え方   

仮説検定の考え方を理解し、仮説検定の考え方を利用して不確実な事象に

関する主張の妥当性について考察することができる。  

 

 

履修条件 ・  

注意事項 等  

【観点別 評価】 （ 知 識 ・ 技 能 ） ： （ 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 ） ： （ 主 体 的

に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 ） ＝ ４ ： ４ ： ２  

【評価母 集団】 １学 年全員（ 一般ク ラス 、国際教 養コー ス）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

                                                                    兵庫県立宝塚西高等学校 

令和６年度 シラバス 

 

教科 数 学  科目 数 学 A  単位数 ２単位 学年 １年 履修対象 全 員  

教科書・副読本 
数学A Advanced（東書 数A701）、Advanced Buddy PRIME 数学Ⅰ＋A（東京書籍

）、ﾁｬｰﾄ式 解法と演習 数学Ⅰ＋A（数研出版） 

育 成 す る 資 質 ・ 能 力  評 価 の 方 法  

知 識 ・ 技 能  

場 合 の 数 と 確 率 、 整 数 の 性 質 、 図 形 の 性 質

に つ い て 理 解 さ せ 、 基 礎 的 な 知 識 の 習 得 と

技 能 を 習 熟 さ せ る 。  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

数 学 を 通 じ て 、 事 象 を 数 学 的 に 考 察 し 、 数

学 的 表 現 力 を 培 う 。  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

数 学 の よ さ を 認 識 で き る よ う に す る と と も

に 、 そ れ ら を 活 用 す る 態 度 を 育 て る 。  

知 識 ・ 技 能  

定 期 考 査 お よ び 小 テ ス ト 等  

 

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

定 期 考 査 等  

 

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

課 題 考 査 、 小 テ ス ト 、 課 題 提 出 等  

期

間  
単元 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

 

 

 

 

 

１

学

期 

 

 

 

1章 場合の数と確

率 

 1節 場合の数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2節 確率と 

   その基本性質 

 

 

 

 3節 いろいろな 

   確率 

1 集合の要素の個数        2 樹形図と場合の数 

3 順列              4 組合せ 

集合の要素の個数に関する基本的な関係を理解し、日常の事象の問題解決

に活用することができる。 

樹形図を用いた数え上げや、和の法則、積の法則という数え上げの原則を

理解し、場合の数を求めることができる。  

順列の意味を理解し、その総数を求めることができる。また、状況に応じ

て、場合の数を求める方法を多面的に考察することができる。  

組合せの意味を理解し、その総数を求めることができる。また、状況に応

じて、場合の数を求める方法を多面的に考察することができる。  

 

1 事象と確率           2 確率の基本性質 

事象という観点から確率を捉え直し、確率の意味を理解する。 

確率の基本性質について集合と関連付けながら理解し、性質を利用して確

率を求めることができる。 

 

 1 独立な試行の確率        2 反復試行の確率 

 3 条件付確率           ４ 期待値 

独立な試行の意味を理解し、独立な試行の確率を求めることができる。ま

た、状況に応じて、確率を求める方法を多面的に考察することができる。  

反復試行の意味を理解し、反復試行の確率を求めることができる。また、

状況に応じて、確率を求める方法を多面的に考察することができる。  

条件付き確率の意味と確率の乗法定理について理解し、条件付き確率を求

めることができる。また、状況に応じて、確率を求める方法を多面的に考

察することができる。 

期待値の意味を理解し、期待値を求めることができる。また、期待値を意

思決定に活用することができる。  

 

 

2章 図形の性質 

 1節 三角形の性質 

１ 内分・外分と三角形の重心     ２ 三角形の外心・垂心 

３ 角の二等分線と三角形の内心    ４ 三角形における比の定理 



 

 

 

 

２

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2節 円の性質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３節 空間図形 

 

 

 

内分や外分について理解する。また、三角形の重心の定理について理解す

る。 

三角形の外心の定理、三角形の垂心の定理について理解する。また、三角

形の重心・外心・垂心の関係について、論理的に考察し説明することがで

きる。 

角の二等分線と比の定理について理解する。また、三角形の内心の定理に

ついて理解する。 

メネラウスの定理、チェバの定理について理解し、論理的に考察し説明す

ることができる。 

 

 

１ 円周角の定理とその応用     ２ 方べきの定理 

３ ２つの円            ４ 内分点の作図と平方根の作図  

 

同一円周上にある点を結んでできる角についての様々な定理を理解し、利

用することができる。また、これらの定理の関係について、統合的に考察

することができる。 

接線の長さの定理、方べきの定理とその逆について理解する。  

2つの円の位置関係とそれらの共通接線について理解する。  

平行線の作図、内分点の作図、平方根の作図について理解する。  

 

 

 

１ 直線と平面      ２ 正四面体 

空間における直線と平面の基本的な性質について理解する。また、直線と

平面の垂直条件、三垂線の定理について理解する。  

正四面体の性質について、論理的に考察し説明することができる。  

 

 

 

 

 

３ 

学

期 

 

 

3章 数学と人間の

活動 

１節 生きている数

学 

 

 

 

 

 

 

２節 考える楽しみ 

 

 

 

 

 

 

 

１ 身近にある数学     ２ 文明と数学 

日常の事象を数学の考えを用いて考察し、問題解決にそれらを利用するこ

とができる。また、平面や空間において点の位置を表す座標の考え方と人

間の活動との関りについて理解する。  

歴史的な話題を通して数学と文化との関りについての理解を深め、数量や

図形に関する概念などと人間の活動との関りについて理解したり、目的に

応じて考察したりする。 

 

 

１ 遊びの中の数学    ２ 整数の世界 

パズルやゲームなどに数学的な要素を見いだし、目的に応じて考察するこ

とができる。また、数理的なゲームやパズルを通して、数学と文化との関

りについての理解を深める。  

約数や倍数、ユークリッドの互除法、２進法などの整数の性質と人間の活

動との関りについて理解する。また、それらの整数の性質について、関心

に基づいて発展させ考察することができる。  

 

履修条件 ・  

注意事項 等  

【観点別 評価】 （ 知 識 ・ 技 能 ） ： （ 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 ） ： （ 主 体 的

に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 ） ＝ ４ ： ４ ： ２  

【評価母 集団】 １学 年全員（ 一般ク ラス 、国際教 養コー ス）  

 



                                                                    兵庫県立宝塚西高等学校 

令和６年度 シラバス 

 

教科 理 科  科目 
科 学 と  

人 間 生 活  
単位数 ２単位 学年 １年 履修対象 

国 際 教 養 コ

ー ス  

教科書・副読本 

  科学と人間生活（東京書籍）  

 新課程  ニューサポート  科学と人間生活（東京書籍）  

   

育 成 す る 資 質 ・ 能 力  評 価 の 方 法  

知 識 ・ 技 能  

日常生活の中に存在する科学の基本的な原理

・法則を理解する。 

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

図やグラフを用いて問題解決をしたり、実験

を通して得られた結果を整理分析する。  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

目的意識をもって観察、実験などを行い、科

学を探究する能力と態度を育てる。  

知 識 ・ 技 能  

定 期 考 査 ・ 小 テ ス ト ・ 提 出 物 等  

 

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

定 期 考 査 ・ 小 テ ス ト ・ 提 出 物 等  

 

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

授 業 に と り く む 姿 勢 、 演 習 問 題 に 前 向 き

に 取 り 組 む 姿 勢 等  

期

間  
単元 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

 

 

１

学

期 

 

 

第１編 

生命の科学 

 

 

 

 

 

①  微生物とその利用 

さまざまな微生物の成り立ちや働きを理解し、日常生活における微生

物の役割など、自身の考えを適切に表現できること。  

②  ヒトの生命現象 

ヒトの体の働きや遺伝現象を理解し、調製のしくみや免疫に関わる現

象などを表現できること。 

 

 

２

学

期 

 

 

 

第２編 

 物質の科学 

 

 

 

 

 

 

第 ３ 編  

光や熱の科学 

①  材料とその再利用 

②  金属とプラスチックの成り立ちについて学び、再生可能な資源の再利

用について理解し、自然環境の保護などについて表現できる。衣料と

食品、天然繊維や合成繊維について学び、その性質を理解し、日常生

活の中での利用について、表現できる。  

体に必要な物質を知り、それらの構成物質の役割を理解し、ヒトの体

の成り立ちについて表現できる。  

  

①  光の性質とその利用 

可視光の色や波としての性質を学び、その利用や目に見えない光につ

いて理解し、ものが見えることなどを表現できる。  

②  熱の性質とその利用 

熱の性質を学び、日常生活の中で熱がどのように利用されているかを

表現できる。 

 

 

 

３ 

学

期 

 

 

第 ４ 編  

 宇 宙 や 地 球 の 科

学  

②  太陽と地球 

太陽と地球の関係を学び、太陽によって起こる現象について、表現で

きる。 

③  自然景観と自然災害 

地球の活動によって作り出された地形などを学び、今後起こりうる自

然災害について考え、表現できる。  

 



履修条件 ・  

注意事項 等  

身近な科 学に興 味を 持ち、た だの学 問と してでは なく、 地球 環境の保 護活

動や自然 災害へ の対 応に生か してほ しい 。  

【観点別 評価】 （ 知 識 ・ 技 能 ） ： （ 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 ） ： （ 主 体 的

に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 ） ＝ ４ ： ４ ： ２  

【評価母 集団】 １学 年国際教 養コー ス  

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                                    兵庫県立宝塚西高等学校 

令和６年度 シラバス 

 

教科 理 科  科目 物 理 基 礎  単位数 ２単位 学年 １年 履修対象 一 般 ク ラ ス  

教科書・副読本 新編  物理基礎（数研出版）、物理基礎学習ノート（数研出版）    

育 成 す る 資 質 ・ 能 力  評 価 の 方 法  

知 識 ・ 技 能  

自 然 現 象 を 理 解 し 、 現 象 を 量 的 な 関 係 や 、 時 間 ・

空 間 的 な 変 化 か ら 規 則 性 を 捉 え る こ と が で き る 。  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

自 然 の 規 則 性 を も と に 、 実 験 観 察 に 取 り 組 み 、 結

果 か ら 様 々 な 考 察 が で き る 。 ま た 、 そ れ を 様 々 な

現 象 に 応 用 で き る 。  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

自然の規則性の理解、現象に対する考察を主体的・科

学的に探究することができる。  

知 識 ・ 技 能  

定 期 考 査 ・ 小 テ ス ト ・ 提 出 物 等  

 

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

定 期 考 査 ・ 実 験 レ ポ ー ト ・ 提 出 物 等  

 

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

授 業 に と り く む 姿 勢 、 演 習 問 題 に 前 向

き に 取 り 組 む 姿 勢 等  

 

期

間  
単元 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

１

学

期 

第１編 

運動とエネルギー 

 

 

 

 

 

 

①運動の表し方：速度 加速度 落体の運動 

物体の運動を表現することが物理学における基本である。この章では、物

体の運動状態を数式やグラフで表現できること。この表現を応用して落体の

運動が表現できること。 

②運動の法則：力のつりあい 運動の法則 摩擦を受ける運動 流体から受

ける力 

 物体の運動の状態を変えるものは力である。物体に力がどのように作用す

るのか判断でき、運動の法則に基づいて、力の大きさや向き、生じる加速度

を求めることができること。  

２

学

期 

第１編 

運動とエネルギー 

 

 

 

第 ２ 編  熱  

 

 

第 ３ 編  波  

③仕事と力学的エネルギー：仕事 運動エネルギー 位置エネルギー エネ

ルギー保存 

 物体に力が作用すると、エネルギーが発生する。この章では、仕事を定義

できること。また、エネルギー保存則を理解し、この法則に基づいて、運動

状態を適切に表現できること。保存力の定義が正しく理解できること。  

①熱とエネルギー：熱と物質の状態 熱と仕事  

 熱もエネルギーの形態の一つである。この章では、温度の定義を理解し、

熱量等の計算ができること。  

①波の性質：波と媒質の運動 重ね合わせの原理 

 波は音や光など我々と密接な関係があるが、波の概念は物体とは大きく異

なっている。この章では、波の性質、伝わり方、重ね合わせの原理を理解し

、波の物理量や縦波の横波表示、また合成波の作図ができること。  

②音：音の性質 発音体の振動と共鳴･共振 

 波の性質を理解し、身近な波の現象である音波について考察する。振動体

による現象を理解し、振動数を求めることができること。  

３ 

学

期 

第 ４ 編  電 気  

 

 

 

 

 

 

 

①物質と電気抵抗：電気の性質 電流と電気抵抗 電気とエネルギー 

 電気の性質や、オームの法則を理解し、直流回路の電流、電圧、抵抗の値

が計算できること。また、抵抗で生じるジュール熱の大きさを求めることが

できること。 

②交流と電磁波：電流と磁場 交流と電磁波 

 直 流 と 交 流 の 違 い を 理 解 し 、 交 流 の 活 用 方 法 に つ い て 理 解 す る こ

と 。  

 



第 ５ 編  

 物 理 学 と 社 会   

① エ ネ ル ギ ー と そ の 利 用 ： エ ネ ル ギ ー の 変 遷  資 源 と 発 電  

② 物 理 学 が 拓 く 世 界 ： 身 近 な 技 術 と 物 理 基 礎 の 内 容 の 関 連     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

履修条件 ・  

注意事項 等  

【観点別 評価】 (知識 ・技能 )： (思考力・ 判断力・ 表現力 )： (主体的に 学習

に取り組 む態度 )＝ 4： 4： 2 

【評価母 集団】 １学 年一般ク ラス  

理工系の 大学・ 学部 や工業系 専門学 校へ の進学を 希望す る場 合、入学 試

験で「物 理基礎 ・物 理」を受 験する 必要 がありま す。進 学希 望先の受 験科

目を調べ ておき まし ょう。  



                                                                    兵庫県立宝塚西高等学校 

令和６年度 シラバス 

 

教科 理 科  科目 化 学 基 礎  単位数 ２単位 学年 １年 履修対象 一 般 ク ラ ス  

教科書・副読本 
  高等学校  化学基礎（数研出版）  

 新課程  Visual Select 化学基礎ノート（数研出版）  

育 成 す る 資 質 ・ 能 力  評 価 の 方 法  

知 識 ・ 技 能  

日常生活や社会との関連を図りながら物質と

その変化への関心を高め化学の基本的な原理・

法則を理解する。 

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

図やグラフを用いて問題解決をしたり、実験

を通して得られた結果を整理分析する。  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

目的意識をもって観察、実験などを行い、化

学的に探究する能力と態度を育てる。  

知 識 ・ 技 能  

定 期 考 査 ・ 小 テ ス ト ・ 提 出 物 等  

 

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

定 期 考 査 ・ 小 テ ス ト ・ 提 出 物 等  

 

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

授 業 に と り く む 姿 勢 、 演 習 問 題 に 前 向 き

に 取 り 組 む 姿 勢 等  

 

期

間  
単元 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

 

 

１

学

期 

 

 

 

 

第１編 

物質の構成と化学

結合 

 

 

 

 

 

③  物質の構成 

日常生活の中にある物質の成り立ちや現象を理解し、自身の考えを適

切に表現できること。 

④  物質の構成粒子 

身の回りの物質が原子やイオンからできており、その構造を理解し、

物質に関わる現象などを表現できること。  

⑤  粒子の結合 

物質によって粒子の種類や結合の仕方が異なることを理解し、物質の

性質について表現できること。  

 

 

２

学

期 

 

 

 

第１編 

 物質の構成と化学

結合 

 

第 ２ 編  

物 質 の 変 化  

 

 

 

③  粒子の結合 

 

①  物質量と化学反応式 

原子やイオンは非常に小さく、モルというまとめた単位で表すことを

理解し、モルを元に物質の量や化学変化の量的な関係を、取り扱うこ

とができること。 

②  酸と塩基の反応 

酸・塩基の性質を理解するとともに、中和反応を考えたり、量的な関

係を考察できること。 

 

３ 

学

期 

 

第 ２ 編  

 物 質 の 変 化  

②  酸と塩基の反応 

 

③  酸化還元反応 

酸化および還元の広い意味での定義を理解し、酸化還元反応およびそ

の量的考えを表現できること。  

 

履修条件 ・  

注意事項 等  

理工系の 大学・学 部や 工業系専 門学校 への 進学を希 望する 場合 、入学試験 で

「化学基 礎・化学」を 受験する 必要が あり ます 。進学希 望先の 受 験科目を 調

べておき ましょ う 。  

【観点別 評価】 （ 知 識 ・ 技 能 ） ： （ 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 ） ： （ 主 体 的

に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 ） ＝ ４ ： ４ ： ２  

【評価母 集団】 １学 年一般ク ラス  



                                                             兵庫県立宝塚西高等学校 

令和６年度 シラバス 

 

教科 保 健 体 育  科目 体 育  単位数 ３単位 学年 １年 履修対象 全 員  

教科書・副読本 『新高等保健体育』（大修館）  

育 成 す る 資 質 ・ 能 力  評 価 の 方 法  

知 識 ・ 技 能  

運 動 の 多 様 性 や 体 力 の 必 要 性 に つ い て 理 解

す る 能 力  

各 運 動 の 技 能  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

自 己 や 仲 間 の 考 え た こ と を 他 者 に 伝 え る 力  

 

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

一 人 一 人 の 違 い を 大 切 に し よ う と す る な ど

の 意 欲  

生 涯 に わ た っ て 継 続 し て 運 動 に 親 し む 態 度  

知 識 ・ 技 能  

実 技 試 験  

 

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

各 運 動 に お け る 競 技 力 向 上 の た め の 探 究 活

動  

 

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

授 業 へ の 取 り 組 み  

グ ル ー プ 活 動 （ 試 合 形 式 や グ ル ー プ 練 習 ）  

期

間  
単元 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

１

学

期 

Ａ 体つくり運動 

 

 

Ｄ 水泳 

 

 

・自他の心と 体に向き合って、体を動かす楽しさや心地よさを味わい、

心と体をほぐしたり、体の動きを高める方法を学んだりすることができ

る。 

・選択した泳法について、自己の改善すべきポイントを見付けることがで

きる。健康や安全を確保するために、体調に応じて適切な練習方法を選

ぶことができる。 

２

学

期 

Ｅ 球技 

 

 

Ｃ 陸上競技 

 

 

Ｆ 武道 

 

 

Ｇ ダンス 

 

 

Ｈ 体育理論 

 

・提供された作戦や戦術から自己のチームや相手チームの特徴を踏まえた

作戦や戦術を選ぶことができる。仲間に対して、技術的な課題や有効な

練習方法の選択について指摘することができる。  

・自己の課題と体調に応じて適切な練習方法を選ぶことができる。陸上競

技を継続して楽しむための自己に適したかかわり方を見付けることがで

きる。 

・自己の技能・体力の程度に応じた得意技を見付けることができる。武道

を継続して楽しむための自己に適したかかわり方を見付けることができ

る。 

・練習や動きを見せ合う発表などの際に、運動観察を通して仲間の課題を

指摘したり、課題解決のアイディアを伝え合ったりしながら取り組むこ

とができる。発表や仲間との交流の場面では、互いの違いやよさを指摘

すること。 

・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について理解できるよう

にする。 

３ 

学

期 

Ｃ 陸上競技 

 

Ｅ 球技 

 

・目標タイムを達成するペースを自己の技能・体力の程度に合わせて設定

し、そのペースに応じたスピードを維持して走る。  

・作戦などの話合いの場面で、合意を形成するための適切なかかわり方を

見付けることができる。健康や安全を確保するために、体調に応じて適

切な練習方法を選ぶことができる。球技を継続して楽しむための自己に

適したかかわり方を見付けることができる。  

 

履修条件 ・  

注意事項 等  

学校指定 体操服 ・水 着の着用  

【観点別 評価】 （ 知 識 ・ 技 能 ） ： （ 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 ） ： （ 主 体 的

に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 ） ＝ ４ ： ４ ： ２  

【評価母 集団】 １学 年全員（ 一般ク ラス 、国際教 養コー ス）  



                                                                    兵庫県立宝塚西高等学校 

令和６年度 シラバス 

 

教科 保 健 体 育  科目 保 健  単位数 １単位 学年 １年 履修対象 全 員  

教科書・副読本 『新高等保健体育』『図説新高等保健』（大修館書店）  

育 成 す る 資 質 ・ 能 力  評 価 の 方 法  

知 識 ・ 技 能  

個 人 及 び 社 会 生 活 に お け る 健 康 ・ 安 全 に つ

い て の 知 識 ・ 技 能  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

合 理 的 、 計 画 的 な 解 決 に 向 け て の 思 考 力 、

判 断 力  

目 的 や 状 況 に 応 じ て 他 者 に 伝 え る 力  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

明 る く 豊 か で 活 力 あ る 生 活 を 営 む 態 度  

知 識 ・ 技 能  

定 期 テ ス ト  

 

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

授 業 ノ ー ト ・ 探 究 活 動  

 

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

授 業 へ の 取 り 組 み 、 発 表 等 を 総 合 的 に 判 断  

期

間  
単元 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

１

学

期 

１ 単 元  

現 代 社 会 と 健 康  

1 日 本 に お け る 健 康 課 題

の 変 遷  

2 健 康 の 考 え 方 と 成 り 立

ち  

3 ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン

と 健 康 に か か わ る 環 境 づ

く り  

4 健 康 に 関 す る 意 思 決 定

行 動 選 択  

5 現 代 に お け る 感 染 症 の

問 題  

6 感 染 症 の 予 防  

7 性 感 染 症 ・ エ イ ズ と そ

の 予 防  

8 生 活 習 慣 病 の 予 防 と 回

復  

 

・健康問題の移り変わりと健康水準の向上について理解する。  

・健康についての考え方や成立要因について理解する。  

・意志決定行動選択を健康問題と関連させて理解し影響を与える

要因を理解する。 

・ヘルスプロモーションに基づき、個人の健康を向上させるため

の社会的支援のしくみを理解する。  

・現在の感染症問題の特徴を理解する。  

・問題となっている感染症への対策を理解する。  

・エイズ等の性感染症の基礎的な知識とその予防法を理解する。  

・生活習慣病と日常生活との関連性を学び、その予防法を理解す

る。 

２

学

期 

9 身 体 活 動 ・ 運 動 と 健 康  

10 食 事 と 健 康  

11 休 養 ・ 睡 眠 と 健 康  

12 が ん の 予 防 と 回 復  

13 喫 煙 と 健 康  

14 飲 酒 と 健 康  

15 薬 物 乱 用 と 健 康  

16 精 神 疾 患 の 特 徴  

17 精 神 疾 患 へ の 対 応  

 

 

 

・運動と健康の関連性を知り、健康維持のための運動の仕方等を

理解する。 

・食事と健康の関連性を知り、健康的な食生活を理解する。  

・休養が心身の疲労回復とどのように関わっているか理解する。  

・がんについては、生活習慣のみならず細菌やウイルスの感染な

どの原因もあることについて理解できるようにする。  

・喫煙が及ぼす健康・社会的問題を理解する。 

・飲酒が及ぼす健康・社会的問題を理解する。 

・薬物乱用が及ぼす健康・社会的問題を理解する。  

・精神疾患は、精神機能の基盤となる心理的、生物的、または社

会的な機能の障害などが原因となり、認知、情動、行動などの

不調により、精神活動が不全になった状態であることを理解で

きるようにする。ストレスに適切に対処できるようにその方法

を理解する。 

 



・精神疾患の予防と回復には、早期に心身の不調に気付くこと、

ストレスを緩和することなどが重要であることを理解できるよ

うにする。 

３ 

学

期 

２ 単 元  

安 全 な 社 会 生 活  

1事 故 の 現 状 と 発 生 要 因  

2交 通 事 故 防 止 の 取 り 組 み  

3安 全 な 社 会 の 形 成  

4応 急 手 当 の 意 義 と 救 急 医

療 体 制  

5心 肺 蘇 生 法  

6日 常 的 な 応 急 手 当  

 

・現代社会における交通事故の現状を理解し、交通事故を引き起

こす要因についても理解する。  

・安全な運転のために運転者に必要とされるものを理解する。  

・安全な交通社会をつくるための方策や車両の安全対策について

理解する。 

・応急手当の意義や手順を理解する。  

・心肺蘇生法の原理・基礎知識・手順を理解する。  

・日常的なけがや熱中症の応急手当の手順や方法を理解し実行で

きるようにする。 

 

履修条件 ・  

注意事項 等  

予習復習 を必ず 行う 。  

課題を忘 れずに 行う 。  

授業に集 中し、 主体 的に取り 組む。  

【観点別 評価】 （ 知 識 ・ 技 能 ） ： （ 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 ） ： （ 主 体 的

に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 ） ＝ ４ ： ４ ： ２  

【評価母 集団】 １学 年全員（ 一般ク ラス 、国際教 養コー ス）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

                                                                    兵庫県立宝塚西高等学校 

令和６年度 シラバス 

 

教科 外 国 語  科目 

英 語 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ

ン Ⅰ  

単位数 ３単位 学年 １年 履修対象 全 員  

教科書・副読本 
FLEX English Communication Ⅰ （増進堂）  

   

育 成 す る 資 質 ・ 能 力  評 価 の 方 法  

知 識 ・ 技 能  

音 声 、 語 彙 、 表 現 、 文 法 な ど の 理 解 を 深 め

る と と も に 、 実 際 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に

お い て 、 目 的 や 場 面 、 状 況 な ど に 応 じ て 適

切 に 活 用 で き る 技 能 を 身 に つ け る 。 本 文 で

扱 っ た 発 音 、 読 解 ス キ ル 、 文 化 を 理 解 し 、

そ れ を 用 い て 正 し く 英 文 を 表 現 で き る 。  

 

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 う 目 的 や 場 面 、 状

況 に 応 じ て 、 外 国 語 で 情 報 や 考 え な ど の 概

要 や 要 点 、 書 き 手 の 意 図 な ど を 的 確 に 理 解

し た り 、 活 用 し て 適 切 に 表 現 し た り 伝 え 合

っ た り で き る 。  

 

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

背 景 に あ る 文 化 に 対 す る 理 解 を 深 め 、 主 体

的 に 、 外 国 語 を 用 い て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

を 図 ろ う と す る 態 度 を 養 う 。  

知 識 ・ 技 能  

小 テ ス ト ・ 定 期 考 査  

英 文 を 読 み 、 聞 き 、 そ の 内 容 を 理 解 す る 技

能 を 身 に つ け て い る か を 評 価 す る 。  

 

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

実 技 ・ 課 題 ・ 定 期 考 査  

本 文 の 内 容 を 読 み 取 り 、 概 要 や 要 点 を 把 握

し 、 学 習 し た 語 句 や 文 法 事 項 を 用 い て 自 分

の 意 見 を 話 し た り 書 い た り で き る か を 評 価

す る 。  

 

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト  

本 文 に 関 連 し た テ ー マ に つ い て 、 学 習 し た

機 能 表 現 を 用 い て 自 分 の 意 見 を 話 し た り 書

い た り で き る か を 評 価 す る 。  

 

期

間  
単元 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

 

 

 

 

 

１

学

期 

 

 

 

 

 

Lesson １  

 

 

Lesson ２  

 

 

Lesson ３  

 

 

Lesson ４  

 

How Can We Become Stronger?  

  他 者 へ の 感 謝 を 表 す 語 彙 ・ 表 現 ／ 助 動 詞 、 to不 定 詞  

 

The Jar of Life 

 優 先 順 位 の 決 め 方 に 関 す る 語 彙 ・ 表 現 ／ 動 名 詞 、 間 接 疑 問  

 

It’ s Always Sunny in Space!  

エ ネ ル ギ ー ・ 宇 宙 に 関 す る 語 彙 ・ 表 現 ／ 後 置 修 飾 、 現 在 完 了 形  

 

Malala: Fighting for Women’ s Rights  

 国 際 理 解 ・ 平 和 に 関 す る 語 彙 ・ 表 現 ／ 関 係 代 名 詞 、 過 去 完 了 形   

・ 各 Part本 文 の 内 容 に つ い て 、 事 実 や 自 分 の 考 え を 整 理 し 、 新 出

語 や Key Phrases、  Key Language の 言 語 材 料 を 用 い て 、 本 文 の

内 容 を 再 生 し た り 、 自 分 の 意 見 を 話 し た り 、 書 い た り す る 技 能

を 身 に つ け て い る 。  

・ 本 文 の 内 容 を 自 分 の こ と ば で 簡 潔 に 伝 え る こ と が で き る 。 ま た

本 文 に 関 連 し た テ ー マ の 英 文 を 聞 い て 、 意 見 を や り と り す る こ

と が で き る 。  

 



 

 

 

 

 

２

学

期 

 

 

 

 

 

 

Lesson ５  

 

 

 

Lesson ６  

 

 

 

Lesson ７  

 

 

Lesson ８  

 

 

 

 

 

 

Mount Fuji 

 富 士 山 ・ 芸 術 の 歴 史 に 関 す る 語 彙 ・ 表 現 ／ 使 役 動 詞 ・ 節 を 導 く

形 式 主 語 it 

 

Thomas the Tank Engine and SDGs  

 SDGsに 関 す る 語 彙 ・ 表 現 ／ 関 係 代 名 詞 の what、 強 調 構 文  

 

 

Virtual Water 

 水 不 足 に 関 す る 語 彙 ・ 表 現 ／ 関 係 代 名 詞 の 非 制 限 用 法 ・ 関 係 副

詞  

Wearable Robots May Change Our Life  

 ロ ボ ッ ト に 関 す る 語 彙 ・ 表 現 ／ 仮 定 法 過 去 、 仮 定 法 過 去 完 了  

 

・ 各 Part本 文 の 内 容 に つ い て 、 事 実 や 自 分 の 考 え を 整 理 し 、 新 出

語 や Key Phrases、  Key Language の 言 語 材 料 を 用 い て 、 本 文 の

内 容 を 再 生 し た り 、 自 分 の 意 見 を 話 し た り 、 書 い た り す る 技 能

を 身 に つ け て い る 。  

・ 本 文 の 内 容 を 自 分 の こ と ば で 簡 潔 に 伝 え る こ と が で き る 。 ま た

本 文 に 関 連 し た テ ー マ の 英 文 を 聞 い て 、 意 見 を や り と り す る こ

と が で き る 。  

 

 

 

 

３ 

学

期 

 

 

Lesson ９  

 

 

 

Lesson １ ０  

 

 

Biomimicry－ Inspired by Nature 

 生 物 模 倣 に 関 す る 語 彙 ・ 表 現 ／ 知 覚 動 詞 、 分 詞 構 文  

 

 

Donald Keene and His Love of Japan  

 日 本 文 化 に 関 す る 語 彙 ・ 表 現 ／ 前 置 詞 +関 係 代 名 詞 、 完 了 進 行 形  

 

・ 各 Part本 文 の 内 容 に つ い て 、 事 実 や 自 分 の 考 え を 整 理 し 、 新 出

語 や Key Phrases、 Key Language の 言 語 材 料 を 用 い て 、 本 文 の

内 容 を 再 生 し た り 、 自 分 の 意 見 を 話 し た り 、 書 い た り す る 技 能

を 身 に つ け て い る 。  

・ 身 近 な テ ー マ に 関 す る 設 定 を 理 解 し 、 タ ー ゲ ッ ト と な る 文 法 事

項 を 使 っ て 質 問 に 答 え た り 、 自 分 の 意 見 を 表 現 し よ う と し て い

る 。  

 

 

履修条件 ・  

注意事項 等  

【観点別 評価】 （ 知 識 ・ 技 能 ） ： （ 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 ） ： （ 主 体 的

に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 ） ＝ ３ ： ４ ： ３  

【評価母 集団１ 】１ 学年一般 クラス  

【評価母 集団２ 】１ 学年国際 教養コ ース  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                                    兵庫県立宝塚西高等学校 

令和６年度 シラバス 

 

教科 外 国 語  科目 論 理 ・ 表 現 Ⅰ  単位数 ２単位 学年 １年 履修対象 全 員  

教科書・副読本 be ENGLISH Logic and Expression Ⅰ Smart    （いいずな書店）  

育 成 す る 資 質 ・ 能 力  評 価 の 方 法  

知 識 ・ 技 能  

各 文 法 事 項 を 理 解 し 、

適 切 に 使 う こ と が で き

る 。  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現

力  

各 活 動 を 通 じ て 、 場 面

に 応 じ た や り と り が で

き る 。  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 態 度  

各 学 習 目 標 に 合 わ せ た

、 積 極 的 に 表 現 し よ う

と す る 態 度 。  

知 識 ・ 技 能  

小 テ ス ト ・ 定 期 考 査  

教 科 書 の Interactionsの 問 題 を 使 っ て 文 法 を 理 解 し 、 適 切 に 使

う こ と が で き る か を 評 価 す る 。  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

実 技 ・ 課 題 ・ 定 期 考 査  

教 科 書 の タ ス ク 活 動 と Active Learning の 学 習 を 通 し て 、 パ ー

ト ナ ー と や り と り が で き る か ど う か を 評 価 す る 。  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト  

間 違 う こ と を 恐 れ ず に 、 対 話 を し て い る か 、 う ま く 言 え な い こ

と が あ っ て も 別 の 語 句 や 表 現 を 使 っ て 言 い 換 え た り す る な ど し

て 対 話 を 継 続 し よ う と し て い る か 、 相 鎚 を 打 っ た り 質 問 を す る

な ど し て 、 相 手 の 話 を 関 心 を 持 っ て 聞 い て い る か 、 に つ い て 観

察 し て 評 価 す る 。  

期

間  
単元 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

１

学

期 

Lesson １  

 

 

 

 

Lesson ２  

 

 

 

L 

esson ３  

 

 

 

Lesson ４  

 

 

 

 

Lesson ５  

 

 

 

 

 

 

① 現 在 形 、 現 在 進 行 形 の 用 法 が 理 解 で き る 。  

② 現 在 形 、 現 在 進 行 形 を 用 い て 自 分 や 自 分 の 周 囲 に つ い て 表 現 で き

る 。  

③ わ か り や す く 的 確 に 自 己 紹 介 し よ う と す る 。  

 

① 過 去 形 、 過 去 進 行 形 の 用 法 、 過 去 を 表 す 表 現 が 理 解 で き る 。  

② 接 続 詞 を 使 っ て 、 い つ の こ と な の か を 明 確 に 表 現 で き る 。  

 

③ 楽 し か っ た 思 い 出 に つ い て 、 友 人 に 紹 介 し よ う と す る 。  

 

① 未 来 形 、 未 来 進 行 形 の 用 法 が 理 解 で き る 。  

② 未 来 を 表 す さ ま ざ ま な 表 現 の 用 法 と そ の 違 い が 理 解 で き る 。  

③ 休 日 の 計 画 を 立 て 、 分 か り や す く 伝 え よ う と す る 。  

 

① 現 在 完 了 、 現 在 完 了 進 行 形 の 用 法 が 理 解 で き る 。  

② 現 在 完 了 形 と 過 去 形 の 違 い が 理 解 で き る 。  

③ 旅 に 関 す る 経 験 に つ い て 分 か り や す く 紹 介 し 、 聞 い た 内 容 に つ い

て 積 極 的 に 質 問 し よ う と す る 。  

 

① 過 去 完 了 形 、 過 去 完 了 進 行 形 、 未 来 完 了 形 の 用 法 が 理 解 で き る 。  

② 過 去 の あ る 時 点 よ り 前 、 未 来 の あ る 時 点 ま で の こ と を 表 す こ と が

で き る 。  

③ 何 か が で き な か っ た 理 由 に つ い て 分 か り や す く 説 明 し よ う と す る 。 

 

 

 



Lesson ６  

 

 

 

 

Lesson ７  

 

 

 

 

Lesson ８  

 

 

 

 

Lesson ９  

① さ ま ざ ま な 助 動 詞 の 用 法 が 理 解 で き る 。  

② さ ま ざ ま な 助 動 詞 を 使 っ て 、 自 分 の で き る こ と 、 で き な い こ と を

表 現 で き る 。  

③ 好 き な 食 べ 物 と そ の 理 由 に つ い て 、 積 極 的 に 紹 介 し よ う と す る 。  

 

① さ ま ざ ま な 助 動 詞 の 用 法 が 理 解 で き る 。  

② 助 動 詞 を 使 っ て し な け れ ば な ら な い こ と 、 す べ き こ と を 表 現 で き

る 。  

③ 外 国 の 学 校 の 規 則 を 調 べ 、 内 容 を わ か り や す く 伝 え よ う と す る 。  

 

① さ ま ざ ま な 助 動 詞 の 用 法 が 理 解 で き る 。  

② 助 動 詞 を 使 っ て 依 頼 や 提 案 内 容 を 表 す こ と が で き る 。  

③ 誰 か に 何 か を 依 頼 す る 練 習 を 積 極 的 に 行 お う と す る 。 ま た 、 受 け

る 受 け な い の 意 思 表 示 を し 、 受 け ら れ な い 理 由 を 伝 え よ う と す る

。  

① さ ま ざ ま な 受 動 態 の 用 法 が 理 解 で き る 。  

② さ ま ざ ま な 受 動 態 を 使 っ て 、 身 の 回 り の も の な ど を 表 現 で き る 。  

③ 通 学 路 や 交 通 施 設 に つ い て の 問 題 点 と そ の 解 決 策 を 表 現 し よ う と

す る 。  

２

学

期 

Lesson １ ０  

 

 

 

 

Lesson １ １  

 

 

 

 

Lesson １ ２  

 

 

 

 

Lesson １ ３  

 

 

 

 

Lesson １ ４  

 

 

 

Lesson １ ５  

 

 

 

 

Lesson １ ６  

 

 

 

 

① to不 定 詞 の 名 詞 用 法 が 理 解 で き る 。  

② 何 を す べ き か 、 い つ す べ き か な ど を 疑 問 詞 と 不 定 詞 を 使 っ て 表 現

で き る 。  

③ 夢 や 目 標 と 、 そ の 実 現 の た め に し た い こ と を 伝 え よ う と す る 。  

 

① to不 定 詞 の 形 容 詞 用 法 、 副 詞 用 法 が 理 解 で き る 。  

② 形 容 詞 に 不 定 詞 を 続 け て さ ま ざ ま な 意 味 を 表 す こ と が で き る 。  

③ 目 的 を 表 す 表 現 を 使 っ て 健 康 維 持 に 必 要 な こ と を 具 体 的 に 述 べ よ

う と す る 。  

 

① 使 役 動 詞 、 知 覚 動 詞 と と も に 不 定 詞 を 使 う こ と が で き る 。  

② 不 定 詞 を 進 行 形 、 受 動 態 、 完 了 形 で 使 う こ と が で き る 。  

③ 便 利 な 電 化 製 品 に つ い て 具 体 的 に 説 明 し 、 相 手 に そ の 製 品 を 勧 め

よ う と す る 。  

 

① 動 名 詞 の 用 法 が 理 解 で き る 。  

② 動 名 詞 を 受 動 態 、 完 了 形 で 使 う こ と が で き る 。  

③ 自 分 の 趣 味 や 興 味 に つ い て 述 べ 、 そ の 魅 力 や 自 分 の 取 り 組 み に つ

い て 伝 え よ う と す る 。  

 

① 現 在 分 詞 、 過 去 分 詞 の 様 々 な 用 法 が 理 解 で き る 。  

② 分 詞 を 使 っ て 身 の ま わ り の 状 況 を 表 す こ と が で き る 。  

③ 自 然 や 動 植 物 に つ い て 描 写 し そ れ ら に 関 わ る 問 題 を 説 明 使 用 と す

る 。  

① SVO＋ 分 詞 や 、 知 覚 動 詞 ＋ 名 詞 ＋ 分 詞 を 使 っ た 表 現 が で き る 。  

② 分 詞 構 文 を 用 い て 情 報 を 加 え る こ と が で き る 。  

③ 自 分 の 気 持 ち や 感 想 を 加 え な が ら 、 困 っ た 出 来 事 に つ い て 具 体 的

に 伝 え よ う と す る 。  

 

① 関 係 代 名 詞 の 様 々 な 用 法 が 理 解 で き る 。  

② 関 係 代 名 詞 を 使 っ て 人 や 身 の ま わ り の も の を 詳 し く 表 現 で き る 。  

③ 発 明 家 や 発 明 品 に つ い て の 具 体 的 情 報 を 調 べ そ の 発 明 品 の 是 非 に

つ い て も 伝 え よ う と す る 。  

 



Lesson １ ７  

 

 

 

 

Lesson １ ８  

 

 

 

Lesson １ ９  

 

 

 

 

Lesson ２ ０  

 

 

 

① 関 係 代 名 詞 の 非 制 限 的 用 法 が 理 解 で き る 。  

② 関 係 代 名 詞 whatを 使 っ た 表 現 が で き る 。  

③ 功 績 を 残 し た 人 に つ い て 調 べ 、 そ の 功 績 の 価 値 を 伝 え よ う と す る 。 

① 関 係 副 詞 の 様 々 な 用 法 が 理 解 で き る 。  

 

② 関 係 副 詞 を 使 っ て 場 所 や 時 、 理 由 な ど を 表 現 で き る 。  

③ 修 学 旅 行 先 に ふ さ わ し い 場 所 を 提 案 し 、 魅 力 や 理 由 を 示 そ う と す

る 。  

 

① 様 々 な 比 較 表 現 を 理 解 で き る 。  

② 身 の ま わ り の も の を 比 較 表 現 を 用 い て 表 す こ と が で き る 。  

③ 老 後 に 暮 ら す 場 所 、 住 宅 の 形 態 に つ い て そ れ ぞ れ の 利 点 と そ の 根

拠 に つ い て 意 見 を 交 わ そ う と す る 。  

 

① 最 上 級 を 用 い た 表 現 が で き る 。  

② 様 々 な 比 較 表 現 を 用 い て 周 囲 の 状 況 を 表 す こ と が で き る 。  

③ 社 会 問 題 を 一 つ 取 り 上 げ 、 解 決 策 や 将 来 の 予 測 に つ い て 述 べ よ う

と す る 。  

３ 

学

期 

Lesson ２ １  

 

 

 

Lesson ２ ２  

 

 

 

 

Lesson ２ ３  

 

 

 

① 仮 定 法 の 基 本 的 な 用 法 が 理 解 で き る 。  

② 仮 定 法 を 使 っ て 願 望 や 助 言 な ど を 表 現 で き る 。  

③ 就 き た い 職 業 に つ い て 、 理 由 や 魅 力 に つ い て 伝 え よ う と す る 。  

 

① 接 続 詞 を 伴 う 様 々 な 表 現 が 理 解 で き る 。  

② 論 理 的 な つ な が り を 副 詞 を 使 っ て 表 現 す る こ と が で き る 。  

③ グ ロ ー バ ル 化 に つ い て 自 分 の 意 見 を 示 し 、 反 対 意 見 に 対 す る 「 譲

歩 」 を 示 そ う と す る 。  

 

① 接 続 詞 thatの 様 々 な 用 法 が 理 解 で き る 。  

② 接 続 詞 thatを 使 っ て 要 求 や 提 案 内 容 を 表 す こ と が で き る 。  

③ 地 球 上 で 起 き て い る 問 題 を 一 つ 示 し 、 具 体 例 や 客 観 的 な 情 報 を 表

そ う と す る 。  

 

履修条件 ・  

注意事項 等  

【観点別 評価】 （ 知 識 ・ 技 能 ） ： （ 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 ） ： （ 主 体 的

に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 ） ＝ ３ ： ４ ： ３  

【評価母 集団１ 】１ 学年一般 クラス  

【評価母 集団２ 】１ 学年国際 教養コ ース  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

                                                                    兵庫県立宝塚西高等学校 

令和６年度 シラバス 

 

教科 
外 国 語  科目 

English 

Conversation 
単位数 ２単位 学年 １年 履修対象 

国 際 教 養  

コ ー ス  

教科書・副読本 
   プリント、視聴覚教材など  

   

育 成 す る 資 質 ・ 能 力  評 価 の 方 法  

知 識 ・ 技 能  

英 語 を 聞 く こ と 、 話 す こ と を 通 し て 、 言 語

や そ の 運 用 に つ い て の 知 識 を 身 に つ け る 。  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

考 え や 、 伝 え た い こ と を 場 面 に 応 じ て 言 語

や そ の 運 用 に つ い て 整 理 し 、 英 語 で 表 現 す

る 。  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 心 を も ち 、 英 語 を

話 す 活 動 を 積 極 的 に 行 い 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン を と ろ う と す る 。  

知 識 ・ 技 能  

小 テ ス ト ・ 定 期 考 査  

学 習 し た 表 現 な ど を 正 し く 使 え る か を 評 価

す る 。  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

実 技 ・ 課 題 ・ 定 期 考 査  

ペ ア や グ ル ー プ 活 動 で の 取 り 組 み を 評 価 す

る 。  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト  

ス ピ ー チ 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン な ど の 取 り

組 み を 評 価 す る 。  

 

期

間  
単元 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

 

１

学

期 

 

 

 

Lesson 1 

 

 

Lesson 2 

 

 

Lesson 3 

 

 

Lesson 4 

 

・発音記号と発音 

英語の正しい発音を習得する。  

 

・英検対策 

２次試験の練習。 

 

・ディスカッション 

自分の意見を述べたり、相手を説得する表現を学び、実際に練習する。 

 

・オンライン国際交流Ⅰ 

オーストラリアの高校生と、日 本文化 の紹介 と意見交 換。  

 



２

学

期 

 

 

Lesson 5 

 

 

 

Lesson 6 

 

 

 

Lesson 7 

 

 

・オンライン国際交流Ⅱ 

週１回、決められたテーマについてアメリカの高校生と意見交換（文章

で）。異文化理解と英語での発信の仕方を学ぶ。  

 

・VTR作成。 

決められたテーマについて、日本の現状や自分の考えを英語でまとめ、

わかりやすく相手に伝える。 

 

・オンライン国際交流Ⅲ 

  台湾の高校生と日本文化の紹介と意見交換。  

 

 

 

３ 

学

期 

 

Lesson 8 

 

 

Lesson 9 

 

 

 

・オンライン国際交流Ⅳ 

  ニュージーランドの高校生と、日 本文化 の紹介と 意見交 換。  

 

・ディベートプレ指導 

  ディベートに向けて。 

 

 

履修条件 ・  

注意事項 等  

【観点別 評価】 （ 知 識 ・ 技 能 ） ： （ 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 ） ： （ 主 体 的

に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 ） ＝ ３ ： ４ ： ３  

【観点別 評価】 １学 年国際教 養コー ス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                    兵庫県立宝塚西高等学校 

令和６年度 シラバス 

 

教科 家 庭  科目 家 庭 基 礎  単位数 ２単位 学年 １年 履修対象 全 員  

教科書・副読本 家庭基礎  自立・共生・創造（東京書籍）          

育 成 す る 資 質 ・ 能 力  評 価 の 方 法  

知 識 ・ 技 能  

人 間 の 生 涯 に わ た る 発 達 と 生 活 の 営 み を 主 体 的 ・ 総 合 的 に 捉

え 、 家 族 ・ 家 庭 の 意 義 、 社 会 と の 関 わ り に つ い て 理 解 を 深 め

、 そ れ ら に 係 る 技 能 を 身 に 付 け て い る 。  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

生 涯 を 見 通 し て 、 家 庭 や 地 域 及 び 社 会 に お け る 生 活 の 中 か ら

問 題 を 見 い だ し て 課 題 を 設 定 し 、 解 決 策 を 構 想 し 、 実 践 を 評

価 ・ 改 善 し 、 考 察 し た こ と を 根 拠 に 基 づ い て 論 理 的 に 表 現 す

る な ど し て 課 題 を 解 決 す る 力 を 身 に 付 け て い る 。  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

様 々 な 人 々 と 協 働 し 、 よ り よ い 社 会 の 構 築 に 向 け て 、 課 題 の

解 決 に 主 体 的 に 取 り 組 ん だ り 、 振 り 返 っ て 改 善 し た り し て 、

地 域 社 会 に 参 画 し よ う と す る と と も に 、 自 分 や 家 庭 、 地 域 の

生 活 を 創 造 し 、 実 践 し よ う と し て い る 。  

知 識 ・ 技 能  

定 期 考 査  製 作 物  提 出

物  

思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  

探 究 活 動  発 表  定 期 考

査  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む

態 度  

授業への取り組み 

グ ル ー プ 活 動  

作品製作や実習レポートな

どの取り組み 

期

間  
単元 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

１

学

期 

自 分 ら し い

生 き 方 と 家

族  

 

 

衣 生 活 を 作

る  

 

・ ラ イ フ ス テ ー ジ ご と の 特 徴 ・ 課 題 を 理 解 す る 。  

・ 男 女 共 同 参 画 社 会 の 実 現 で き る 社 会 を 考 え る 。  

・ 変 化 す る 家 族 ・ 家 庭 、 家 族 の 法 律 に つ い て 学 び 、 現 在 の 課 題 を 理 解 す

る 。  

・ 衣 服 の 起 源 、 機 能 や 役 割 、 衣 服 素 材 の 種 類 や 性 能 を 理 解 す る 。  

・ 衣 生 活 と 資 源 ・ 環 境 、 健 康 障 害 や 事 故 な ど に つ い て 学 習 す る 。  

・ 衣 服 の 形 や デ ザ イ ン に つ い て 学 ぶ 。  

・ 被 服 作 品 を 製 作 し 、 構 成 や 縫 製 に つ い て 学 ぶ 。  



２

学

期 

食 生 活 を 作

る  

  

 

 

 

消 費 行 動 を

考 え る  

 

・ 栄 養 素 と 食 品 、 食 品 衛 生 に つ い て の 知 識 を 身 に 付 け 、 調 理 が で き る よ

う に す る 。  

・ 食 品 衛 生 に つ い て 学 び 、 安 全 な 実 習 の 基 礎 に な る よ う に す る 。  

・ バ ラ ン ス の と れ た 食 事 計 画 が で き る よ う に す る 。  

・ 調 理 実 習 を 通 し て 、 知 識 を 確 認 し 調 理 技 術 を 向 上 さ せ る 。  

・ 契 約 、 多 様 な 販 売 方 法 や 支 払 い 方 法 、 問 題 商 法 に つ い て 知 り 、 解 決 方

法 や よ り 良 い 消 費 行 動 を 理 解 す る 。  

・ 家 庭 の 収 入 や 支 出 、 予 算 生 活 の 必 要 性 に つ い て 理 解 す る 。  

・ 経 済 的 自 立 や 生 涯 を 見 通 し た 働 き 方 、 家 計 の リ ス ク を 踏 ま え た 金 融 資

産 の マ ネ ジ メ ン ト に つ い て 学 ぶ 。  

・ 資 源 ・ 環 境 に 配 慮 し た 生 活 ス タ イ ル に つ い て 考 え 、 実 行 で き る よ う に

す る 。  

３ 

学

期 

住 生 活 を 作

る  

子 ど も と か

か わ る  

高 齢 者 と か

か わ る  

 

・ 住 ま い の 機 能 、 文 化 、 風 土 、 ラ イ フ ス タ イ ル と の か か わ り に つ い て 理

解 す る 。  

・ 子 ど も の 心 身 の 発 達 と 特 徴 に つ い て 学 習 す る 。  

・ 子 ど も の 保 育 環 境 、 法 律 に つ い て 考 え 、 理 解 す る 。  

・ 高 齢 社 会 の 現 状 と 課 題 に つ い て 理 解 を 深 め る 。  

・ 高 齢 者 の 心 身 の 特 徴 に つ い て 理 解 し 、 そ れ に 対 す る 社 会 保 障 制 度 や 社

会 福 祉 の 重 要 性 に つ い て 理 解 す る 。  

 

履修条件 ・  

注意事項 等  

【観点別 評価】 （ 知 識 ・ 技 能 ） ： （ 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 ） ： （ 主 体 的

に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 ） ＝ ４ ： ４ ： ２  

【評価母 集団】 １学 年全員（ 一般ク ラス 、国際教 養コー ス）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



                                                                    兵庫県立宝塚西高等学校 
令和６年度 シラバス 
 

教科 情 報  科目 情 報 Ⅰ  単位数 ２単位 学年 １年 履修対象 全 員  

教科書・副読本 
『最新情報Ⅰ』、『最 新 情 報 Ｉ  学 習 ノ ー ト 』（ 実 教 出 版 ）、  
『 パ ー フ ェ ク ト ガ イ ド 情 報  Office2019対 応 』（ 実 教 出 版 ）  

育 成 す る 資 質 ・ 能 力  評 価 の 方 法  

知 識 ・ 技 能  
情 報 と 情 報 技 術 を 問 題 の 発 見 ・ 解 決 に 活 用 す る た め の 知 識 に つ い
て 理 解 し 、 技 能 を 身 に 付 け て い る と と も に 、 情 報 化 の 進 展 す る 社
会 の 特 質 及 び そ の よ う な 社 会 と 人 間 と の 関 わ り に つ い て 理 解 を 深
め る よ う に す る 。  
思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力  
事 象 を 情 報 と そ の 結 び 付 き の 視 点 か ら 捉 え 、 問 題 の 発 見 ・ 解 決 に
向 け て 情 報 と 情 報 技 術 を 適 切 か つ 効 果 的 に 活 用 す る 力 を 養 う 。  
主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  
情 報 社 会 と の 関 わ り に つ い て 考 え な が ら 、 問 題 の 発 見 ・ 解 決 に 向
け て 主 体 的 に 情 報 と 情 報 技 術 を 活 用 し 、 情 報 社 会 に 主 体 的 に 参 画
す る 態 度 を 養 う 。  

知 識 ・ 技 能  
定 期 考 査 、 小 テ ス ト
課 題 製 作  
思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表
現 力  
グ ル ー プ ワ ー ク 、 課
題 製 作 、 発 表  
主 体 的 に 学 習 に 取 り
組 む 態 度  
授 業 へ の 取 り 組 み 、
グ ル ー プ ワ ー ク 、 課
題 製 作  

期
間  

単元 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 

１
学
期 

情 報 社 会  
 

  情 報 社 会 の 現 状 に つ い て 理 解 す る 。  
  情 報 の 特 性 に つ い て 理 解 す る 。  
  情 報 の モ ラ ル と 情 報 化 が 個 人 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 理 解 す

る 。  

情 報 社 会 の 法 規 と 権
利  

  知 的 財 産 権 に つ い て 理 解 す る 。  
  他 人 の 著 作 物 を 適 切 に 利 用 し た り 、 自 分 の 著 作 物 を 公 開 し た

り す る 方 法 を 理 解 す る 。  
  個 人 情 報 と プ ラ イ バ シ ー に つ い て 理 解 し 、 そ れ ら を 保 護 す る

方 法 を 身 に 付 け る 。  

情 報 技 術 が 築 く 新 し
い 社 会  
 

  社 会 の 中 で 利 活 用 さ れ て い る 情 報 技 術 に つ い て 理 解 す る 。  
  様 々 な 情 報 技 術 に つ い て 理 解 し 、 課 題 解 決 の 方 法 を に つ い て

考 え る 。  

メ デ ィ ア と コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン  
 

  メ デ ィ ア に は 種 類 が あ る こ と を 理 解 し 、 メ デ ィ ア の 発 達 に つ
い て 知 る 。  

  メ デ ィ ア の 特 性 に つ い て 理 解 し 、 目 的 に 応 じ た メ デ ィ ア を 選
択 す る こ と が で き る 。  

  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 形 態 に は 違 い が あ る こ と を 理 解 す る 。  
  イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 特 徴 に つ い

て 理 解 す る 。  

情 報 デ ザ イ ン  
 

  社 会 の 中 で 利 用 さ れ て い る 情 報 デ ザ イ ン に つ い て 理 解 す る 。  
  情 報 を 正 確 に 、 わ か り や す く 伝 え る 方 法 に つ い て 理 解 す る 。  

情 報 デ ザ イ ン の 実 践    報 告 書 や レ ポ ー ト 、 論 文 を 作 成 す る た め の 手 順 に つ い て 理 解
す る 。  

  プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の 手 順 と ス ラ イ ド 作 成 に つ い て 理 解 す
る 。  

  Web ペ ー ジ 作 成 の 方 法 に つ い て 理 解 す る 。  

２
学
期 

情 報 シ ス テ ム の 構 成  
 

  コ ン ピ ュ ー タ の 構 成 と 動 作 の 仕 組 み に つ い て 理 解 す る 。  
  ソ フ ト ウ ェ ア の 種 類 と イ ン タ ー フ ェ ー ス に つ い て 理 解 す る 。  

情 報 の デ ジ タ ル 化  
 

  ア ナ ロ グ と デ ジ タ ル の 違 い に つ い て 理 解 す る 。  
  2 進 数 と 情 報 量 の 関 係 に つ い て 理 解 す る 。  
  コ ン ピ ュ ー タ の 演 算 の 仕 組 み を 理 解 す る 。  
  数 値 や 文 字 を デ ジ タ ル 化 す る 方 法 を 理 解 す る 。  
  コ ン ピ ュ ー タ で の 数 値 の 計 算 方 法 に つ い て 理 解 す る 。  
  音 声 を デ ジ タ ル で 表 現 す る 方 法 に つ い て 理 解 す る 。  
  静 止 画 や 動 画 を デ ジ タ ル で 表 現 す る 方 法 に つ い て 理 解 す る  
  情 報 の デ ー タ 量 を 小 さ く す る 方 法 に つ い て 理 解 す る 。  

 



情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー
ク  

  情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 に つ い て 理 解 す る 。  
  ネ ッ ト ワ ー ク を 効 率 的 に 利 用 す る た め の 取 り 決 め に つ い て 理

解 す る 。  
  Web ペ ー ジ と メ ー ル の 仕 組 み に つ い て 理 解 す る 。  
  ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て デ ー タ を 効 率 よ く 転 送 す る 工 夫 に つ い

て 理 解 す る 。     

情 報 セ キ ュ リ テ ィ  
 

  脅 威 に 対 す る 様 々 な 安 全 対 策 に つ い て 理 解 す る 。  
  情 報 セ キ ュ リ テ ィ を 確 保 す る 方 法 と 技 術 に つ い て 理 解 す る  
  情 報 を 安 全 に 取 り 扱 う た め の 技 術 に つ い て 理 解 す る 。  

３ 
学
期 

問 題 解 決  
 

  問 題 解 決 の 手 順 に つ い て 理 解 す る 。  
  問 題 の 発 見 の 方 法 に つ い て 理 解 す る 。  
  問 題 を 明 確 化 す る 方 法 に つ い て 理 解 す る 。   

  
  解 決 案 を 検 討 し た り 、 整 理 ・ 分 析 し た り す る 方 法 に つ い て 理

解 す る 。  
  合 意 形 成 を 目 指 し た 解 決 案 を 決 定 す る 方 法 に つ い て 理 解 す

る 。  
  実 行 し た 解 決 案 を 評 価 す る 方 法 に つ い て 理 解 す る 。  

デ ー タ の 活 用  
 

  デ ー タ を 収 集 し た り 、整 理 し た り す る 方 法 に つ い て 理 解 す る 。 
  表 計 算 ソ フ ト の 活 用 方 法 に つ い て 理 解 す る 。  
  デ ー タ を 適 切 な グ ラ フ や 図 に 表 現 す る 方 法 を 理 解 す る 。  
  デ ー タ 分 析 の 手 法 に つ い て 理 解 す る 。  
  デ ー タ ベ ー ス の 種 類 と そ の 仕 組 み に つ い て 理 解 す る 。  

モ デ ル 化  
 

  モ デ ル 化 の 意 味 に つ い て 理 解 す る 。  
  モ デ ル 化 の 分 類 に つ い て 理 解 す る 。  
  モ デ ル 化 す る 手 順 と 方 法 を 理 解 し 、様 々 な モ デ ル を 作 成 す る 。 

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン  
 

  シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 意 義 に つ い て 理 解 し 、 確 率 的 モ デ ル の シ
ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 う 。  

  問 題 解 決 の た め に シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 活 用 す る 。  

プ ロ グ ラ ミ ン グ の 方
法  
 

  ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い て プ ロ グ ラ ム を 表 現 す る 方 法 を 理 解 す
る 。  

  プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 の 種 類 と そ の 特 徴 に つ い て 理 解 す る 。  

プ ロ グ ラ ミ ン グ の 実
践  
 

  変 数 を 使 用 し た プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る 。  
  関 数 を 使 用 し た プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る 。  
  多 く の デ ー タ か ら 目 的 の デ ー タ を 探 し 出 す プ ロ グ ラ ム を 作 成

す る 。  

 

履修条件 ・  
注意事項 等  

【観点別 評価】 （ 知 識 ・ 技 能 ） ： （ 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 ） ： （ 主 体 的
に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 ） ＝ ４ ： ４ ： ２  
【評価母 集団】 １学 年全員（ 一般ク ラス 、国際教 養コー ス）  

 

 


